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活動テーマ 地域防災課題解決に向けた地域実践活動の支援 

実施期間 平成 31年４月１日 ～ 令和２年３月 31日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

活動内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）具体的な活動実施内容 

平成 30年度に引き続き、連携のしくみともいえる地域防災課題解決プ

ロジェクト事業(以下「ＰＪ」という。)として、共同実施者である３市(伊

勢市・松阪市・伊賀市)各地区それぞれの実践である、地区役員との打合

せ、地区で開催される計画策定等のためのワークショップ・防災講演会・

防災訓練などを実施しており、これらの取組に対する支援を行った。 

また、県で３市の２年間の実践例に他も加え、課題解決に悩む市町職

員向けの手引書を作成した。年度末に、別の地域貢献活動により、全市

町向けの情報提供・意見交換会の場を設けることを手始めに、広く展開

していく。 

 

（２）地域への貢献（地域の発展・活性化への寄与，広がり） 

基本的には平成 30 年度と同様のテーマによる課題解決の取組を支援

することにより、取組地区での防災意識の向上に貢献することができた。

また、作成した手引書により県内市町への水平展開が期待できる。 

 

（３）共同実施者との連携状況 

ＰＪへの支援については、共同実施者である連携協力員(県からの派

遣)・連携研究員（３市からの派遣）と意見交換を行い、効果的に進めた。 

 

（４）大学の教育・研究成果のかかわり 

大学教員等から、連携研究員に対しては実践で生じる具体的な課題の

解決のための指導・助言を、連携協力員に対しては様々な取組事例の紹

介を、それぞれに行った。 

 

（５）イベント等開催実績（名称，実施場所，参加人数等） 

ＰＪとしてのイベント等は開催しておらず、各地区の実践での防災講

演会等の各種取組に対しての支援を行った。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参考資料 

（６）これまでの取組みによって得られた具体的な成果について 

ＰＪ２年間の取組として、次の成果が得られている。 

①伊勢市：１地区で避難所運営マニュアルの初期の版ができた。今後

地域主導で避難行動要支援者対応にも広げ、充実させていくこと

になる。 

②松阪市：津波避難対策としては避難困難地域２地区・道路狭あい地

域１地区と、土砂災害対策としては１地区の計４地区で地域防災

課題解決の一つのゴールである地区防災計画が作成できた。また、

避難行動要支援者の個別支援計画に向け動き出している。 

 ③伊賀市：２地区で、防災意識の向上を図りながら、地域と連携した  

市総合防災訓練を実施した。得られたノウハウで他地区へ展開し

ていく。 

④県：地域防災課題解決のための手引書ができた。 

 

各地区の今年度取組のうち地区全体にわたるものは以下のとおりです。 

 

■伊勢市神社地区（２年目）→ 

・06月 01日  

キックオフ講演会 

・07月 19日  

小学校５年生防災キャンプ 

・08月 31日  

小学校土曜授業 

・02月 02日 防災訓練 

 

 

 

■松阪市西黒部地区（２年目） 

・09月 29日 防災訓練 

■松阪市鵲地区（２年目） 

・06月 08日 キックオフ講演会 

・09月 23日 防災訓練 

■松阪市港地区 

・10月 27日 防災訓練  ・12月 21日 防災訓練   ↓計画書 

 

 

 

 

 

 
 

 

■松阪市大石地区      計画書→ 

・06月 23日 キックオフ講演会 

・07月 07日 ワークショップ 

・09月 29日 防災訓練 

   

 

  

 



■伊賀市三田地区    → 

・07月 15日  

キックオフ講演会   

・10月 27日   

地区と連携した 

市総合防災訓練 

 

 

 

 

 

 

 

■伊賀市山田地区（２年目） 

・06月 29日 講演会 

 


